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Ⅰ　企画の趣旨
　第４分科会は、前回の第 22 回 FD フォーラム第２分科会「理系基礎教育のデザインをめぐって」の続編という位
置づけで、理系基礎教育の現場で奮闘されている教員を主たる対象に思い浮かべて企画を開始した。余談になるが、

「テーマを一目見て理系教員ないしは理系教育向けとわかる分科会は、2011 年度の第３分科会以来『絶えて久しい』
状況」で分科会を開催した前回と比べ、「一目見て理系教員ないしは理系教育向けとわかる」分科会が当分科会以外
に複数企画されたことを、個人的には喜ばしく思っている。
　さて、FD に関しては、各種の GP がこれまで実施され、その素晴らしい成果事例が報告されている。誤解を恐れ
ずに述べるならば、GP の成果は「カネ・ヒト・モノ」が揃えば目指せる「実践・到達可能な一種の理想形の提示」
といえるのに対して、「カネ・ヒト・モノ」のどれかが足りない、あるいは「ないない尽くし」の環境下で、理想に
少しでも近づくべく日々奮闘されている教員諸氏が珍しくないのが現実の現場といえよう。現場の諸々の制約・条件
下における授業・カリキュラムの設計・実装思想を「デザイン」という単語で表現した話題提供を通じて、フォーラ
ムにおける「理系教員の居場所」作りを企図したのが、前回フォーラム第２分科会「理工系基礎教育のデザインをめぐっ
て」であった。そこでは、３つの報告とフロアを交えたディスカッションと情報交換を通じて「部局横断的 STEM 教育」
と「授業の TIPS 蓄積・交換」の重要性と必要性が浮かび上がった。
　今回の第 23 回 FD フォーラムでは、前回浮かび上がった「横断的 STEM 教育」と「授業の TIPS 蓄積・交換」に
ついてのデザイン・運用についての、具体性の高い話題の報告とフロアディスカッションを企画し、「サイエンスリ
テラシーを養う横断型プログラムのデザインと運用 ―統計教育，融合型理科実験，実践交流サイトモデルを話題に―」
と銘打つこととした。分科会の報告は、⑴ データサイエンス・統計教育、⑵総合的な科学実験・実習、⑶領域横断
的 STEM 教育実践の蓄積・共有、に関わるものを依頼することとした。⑴については、総務省、文部科学省による
施策が進行中であることと、統計的手法は理系・文系の別なくデータ収集・処理・解析で必須であることから設定し
た。⑵については、領域横断的な思考や分析とその表現力が求められる現代科学の基礎教育という観点から設定した。
⑶は領域横断的 STEM 教育実践において、現状と課題分析および種々の大学における実践（の工夫）の集積・共有
が貴重であるという認識から設定した。⑴から⑶に関する報告を、同志社大学教授・宿久洋氏、東北大学教授・中村
教博氏、帯広畜産大学講師・斉藤準氏にご快諾頂けた。３氏には、コーディネーターからの大雑把な趣旨説明と依頼
にもかかわらず素晴らしい報告を練り上げて頂いた。今一度、厚く御礼を申し上げる。　
　北海道大学名誉教授・小笠原正明氏と同志社大学教授・山田礼子氏には、コーディネーターの大雑把な企画趣旨か
ら意図を掬い取って頂き、３名の素晴らしい報告者の推薦と交渉にご尽力頂いた。また一部、大学教育学会からのご
支援も頂戴した。紙面を借りて謝辞を述べさせて頂く次第である。

第４分科会

京都薬科大学　基礎科学系　教授　上野　嘉夫

サイエンスリテラシーを養う横断型プログラムのデザインと運用
－統計教育、融合型理科実験、実践交流サイトモデルを話題に－
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Ⅱ　報告の概要
　分科会は、コーディネーターの趣旨説明で開会し、続いて
　　　宿久　洋氏　（同志社大学　文化情報学部　教授）
　　　中村　教博氏　（東北大学　高度教養教育・学生支援機構　教授）
　　　斉藤　準氏　（帯広畜産大学　講師）
の３氏に順にご登壇頂き、
　　　大学共通教育におけるデータサイエンス教育
　　　初年次を対象とした理科実験プログラム「自然科学総合実験」
　　　　　―実験レポート作成・評価のためのルーブリックの導入―
　　　STEM 教育実践を蓄積・共有化するオンライン・サイトの構築に向けて
と題した報告を頂いた。報告題目の中心で活躍されておられる３氏の報告は、具体性・説得性に富んでおり、報告後
のディスカッションや情報交換も非常に盛り上がったものとなった。報告の詳細は、３氏からの報告に譲り、ここで
はその要点のみを述べる。
　第１報告者の宿久洋氏からは「大学共通教育におけるデータサイエンス教育」と題した報告を頂いた。報告は、現
在進行中と言われる「第４次産業革命（IoT）」に呼応した施策としてのデータサイエンス教育・統計教育の位置づ
けに始まり、省庁、関係学会、大学の取り組みの紹介から、小中高の算数・数学カリキュラムのかなり衝撃的で顕著
な変更点まで話を進めて頂いた。
　第２報告者の中村教博氏からは「初年次を対象とした理科実験プログラム『自然科学総合実験』―実験レポート作成・
評価のためのルーブリックの導入―」と題した報告を頂いた。現場実践の紹介（陣容、内容、評価 etc）はもとより、
東北大学における導入の歴史、実験の重要性を理系の全１年生に訴えかけるロジック、文系学生（選択科目）を誘う
情報戦略など、実践の実効性を高めるノウハウの紹介も頂いた。
　第３報告者の斉藤準氏からは「STEM 教育実践を蓄積・共有化するオンライン・サイトの構築に向けて」と題し
た報告を頂いた。STEM 教育の地球的・国家的背景と現状に始まり、STEM 教育固有の課題（各領域の体系性、基
礎と応用のギャップ、数理的推論）、STEM 教育情報の蓄積の現状と学会の取り組みを紹介頂いた。
　コーディネーターの所感を手短に述べるならば、３氏の報告に共通して現れた「なぜ、その教育なのか」という背
景や現状説明は、現場教員が動く上で不可欠なロジックと感じた。各報告の背景・現状の説明＋具体的実践報告とい
う構成の妙のお蔭か、3 つの報告に続くディスカッション（質疑応答込み）と、それに続きフロア全体を自由往来し
ての情報（＋名刺）交換会も非常に活気のあるものとなった。実際、種々のコメントや質問が、具体性を帯びた状況
想定や提案の形で発せられ、質問者と応答者以外にも分かりやすく興味深いものとなった。

Ⅲ　まとめ
　報告者を含めて 20 名強の参加者数は運営側の期待よりかなり少ないと思われるが、フロア情報交換会でコーディ
ネーターが全ての参加者と言葉を交わせる手ごろな規模であり、参加者におかれても同じ感想ではないかと思う。参
加者は概して理系所属と括れるが、部局等は極めて多岐にわたり多様な問題意識を持って参加頂いたことがわかった。
そのような参加者から「面白かった」との声をたくさん頂けたことは「具体例を以って、ユニバーサルなデザインを
語る」という一見矛盾した分科会コンセプトへのポジティブな評価と受け取っている。「今後はどのような形、話題
へと発展させるのが良いのだろうか」という問いを発して、総括を結びとする。

 第４分科会コーディネーター　上
う わ の

野　嘉夫（京都薬科大学）
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同志社大学　文化情報学部　教授　宿久　　洋
大学共通教育におけるデータサイエンス教育

マスタ タイトルの書式設定 

同志社大学文化情報学部 
宿久 洋 

大学共通教育におけるデータサイエンス教育 

2018年3月4日 サイエンスリテラシーを養う横断型プログラムのデザインと運用 

マスタ タイトルの書式設定 未来投資戦略2017 

• Society5.0実現に向けて 

– 戦略分野の選択 

• 健康寿命の延伸 

• 移動革命の実現 

• サプライチェーンの次世代化 

• 快適なインフラ・まちづくり 

• FinTech 

– 価値の源泉創出に向けた共通基盤の強化 

• 「データ基盤（リアルデータプラットフォーム）」の構築 

• 第4次産業革命に対応できる人材投資と労働移動の円滑化 

5 未来投資戦略2017（全体版）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/miraitousi2017.pdf

価値の源泉は「モノ」・「カネ」から
「ヒト」・「データ」へ

マスタ タイトルの書式設定 本日のお話 

• 社会の動き 

– 社会の要請 

– 総務省の動き 

– 文部科学省の動き 

– 日本統計学会の動き 

• サイエンスリテラシーを養うための統計教育 

– 条件付き確率・ベイズの定理 

– 前向き研究と後ろ向き研究 

– 見かけの相関・シンプソンのパラドックス 

2 
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マスタ タイトルの書式設定 総務省の動き 

 

9 http://www.soumu.go.jp/main_content/000386181.pdf

マスタ タイトルの書式設定 総務省の動き 

• 総務省の取り組み 

– 小中高生向け 

• なるほど統計学園 

• なるほど統計学園高等部 

– 先生向け 

• 統計学習の指導のために 

– 社会人向け 

• データサイエンス・ スクール 

• MOOCによるオンライン講座 

 

 
10 
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マスタ タイトルの書式設定 文部科学省の動き 

• 初等・中等教育 

– 学習指導要領 

• 小学校でのプログラミング教育の必須化 

• 統計分野の拡充（数学・数理探求） 

• 高等教育 

– 研究・教育組織の新設・改編 

• 名古屋大学情報学部，滋賀大学データサイエンス学部等 

– 教育プログラム開発・標準カリキュラム作成 

• 数理及びデータサイエンス教育の強化 

• JINSE（統計教育大学間連携ネットワーク） 

15 

マスタ タイトルの書式設定 総務省の動き 

• MOOCによるオンライン講座 

– 社会人のためのデータサイエンス入門 

• 統計データの活用，統計学の基礎，データの見方， 
公的データの入手 

– 社会人のためのデータサイエンス演習 

• データサイエンスとは，分析の概念と事例，分析の具体的 
手法，ビジネスにおける予測と分析結果の報告， 
ビジネスでデータサイエンスを実現するために 

– 誰でも使える統計オープンデータ 

• e-Statを使ったデータ分析，公的統計データの使い方， 
統計GISの活用，統計オープンデータの高度利用 

14 http://gacco.org/stat-japan/, http://gacco.org/stat-japan2/, http://gacco.org/stat-japan3/  

マスタ タイトルの書式設定 文部科学省の動き 

• 中学校での統計教育（新学習指導要領） 

– 1年生 

• データの分布（ヒストグラム・ドットプロット） 

• 不確定な事象の起こりやすさ（多数回の試行によって得られ
る確率） 

– 2年生 

• データの分布（箱ひげ図・四分位範囲） 

• 不確定な事象の起こりやすさ（場合の数を用いた確率） 

– 3年生 

• 標本調査（標本調査の必要性・標本調査の実施と母集団の
傾向を推定） 

18 中学校学習指導要領解説 数学編
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2017/07/25/1387018_4_1.pdf
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マスタ タイトルの書式設定 文部科学省の動き 

• 高校での統計教育（新学習指導要領） 

– 各科目における「統計・データサイエンス」関連項目 

• 国語：論理国語 

• 英語：論理・表現（統計グラフ・図・表の読み取り） 

• 情報： 
– 情報I（必履修）：データの利用 

– 情報II:情報とデータサイエンス 

• 社会系：公民・地理（GIS） 

• 理数探求基礎・理数探求（探求のプロセス） 

• 総合的な探求の時間（必履修） 

19 

マスタ タイトルの書式設定 文部科学省の動き 

• 数理・情報教育研究センター（東京大学） 

– 関連教材として，以下の講義動画を公開 

• 数理手法IV（確率論） 

• 数理手法VI（確率過程論） 

• 数値解析 

• 統計データ解析 I 

21 

マスタ タイトルの書式設定 文部科学省の動き 

• 東京医科歯科大学 

• 電気通信大学 

• 大阪大学 

• 早稲田大学 

23 

データ関連人材育成プログラム（H29〜H36） 

• 研究活動を通じて高度なデータの扱いに親しんだ博士課
程学生や博士号取得者等を対象 

• 企業や大学等が人材の発掘・育成・活躍推進を目的とし
たコンソーシアムを形成 

• インターンシップやPBL等の実践的な研修プログラムを
開発・実施 

 
 

マスタ タイトルの書式設定 文部科学省の動き 

• 北海道大学 データサイエンスセンター 

• 東京大学  数理・情報教育研究センター 

• 滋賀大学   データサイエンス教育研究センター 

• 京都大学   データ科学イノベーション教育研究センター 

• 大阪大学  数理・データ科学教育研究センター 

• 九州大学   数理・データサイエンス教育研究センター 

20 

数理及びデータサイエンス教育の強化 

幹事校

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/jinzaiikusei_dai2/siryou6.pdf
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マスタ タイトルの書式設定 日本統計学会の動き 

• MOOCによるオンライン講座 

– 統計学Ⅰ：データ分析の基礎 
• 統計学への誘い，統計グラフと質的データの要約，量的データの要約，
相関と時系列，公的統計の活用とまとめ 

– 統計学Ⅱ:推測統計の方法 
• 推測統計と確率の考え方，統計的推定，統計的検定，回帰分析， 
適合度と分割表の解析 

– 統計学Ⅲ:多変量データ解析法 
• 多変量データ解析法の概略と重回帰分析，主成分分析と因子分析， 
多変量解析の活用：商品・サービスの設計を例に，クラスタリング法と 
多次元尺度構成法，課題解決のための多変量解析の利用 

29 

マスタ タイトルの書式設定 日本統計学会の動き 

• MOOCによるオンライン講座 

– 3つの講座を日本計量生物学会，日本行動計量学会
と協力のもと，JMOOC公認サービス，gaccoにて開講 

• 統計検定 

– 認定団体として参画 

– 関連書籍の出版 

 

 

28 
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マスタ タイトルの書式設定 日本統計学会の動き 

• 統計検定 

– 統計検定関連の書籍，問題集を編集・発行 

31 

マスタ タイトルの書式設定 統計検定 

33 

• 出題範囲の例（2級） 

– データソース 

– データの分布 

– 1変数データ 

– 2変数データ 

– データの活用 

– 推測のためのデータ収集法 

– 確率モデルの導入 

– 推測 

– 線形モデル 

– 統計ソフトウェアの活用 

 
http://www.toukei-kentei.jp/wp-content/uploads/grade2_hani_170727.pdf

マスタ タイトルの書式設定 サイエンスリテラシーを養うための統計教育は？ 

• 学生はどんなことを学ぶ必要があるのか 

– 市民のリテラシーとしての統計教育 

• サリドマイド事件 
– 条件付き確率・ベイズの定理 

• DNA鑑定の真実 
– 前向き研究と後ろ向き研究 

• 50m走タイムと年収の関係 
– 見かけの相関・シンプソンのパラドックス 

35 

マスタ タイトルの書式設定 

• 部局横断的STEM教育 

– サイエンスリテラシーのベースとなる統計教育 

• 特に理系学生に重要 

– 市民のリテラシーとしての統計教育 

• 理系学生のみならず全ての学生に重要 

サイエンスリテラシーのベースとなる統計教育

市民のリテラシーとしての統計教育

高度職業人に必要な統計教育
研究者に必要な統計教育

サイエンスリテラシーを養うための統計教育は？ 

34 

マスタ タイトルの書式設定 本日のまとめ 

• 社会の動き 

– 社会の要請（Society5.0に向けた人材育成） 

– 総務省の動き（学習サイト作成，オンライン講座） 

– 文部科学省の動き（指導要領改訂，教育プログラム開発） 

– 日本統計学会の動き（オンライン講座，統計検定） 

• サイエンスリテラシーを養うための統計教育 

– 全ての学生にとって必要な市民のリテラシーとしての統計教育 

• サリドマイド事件（条件付き確率・ベイズの定理） 

• DNA鑑定の真実（前向き研究と後ろ向き研究） 

• 50m走タイムと年収の関係（見かけの相関・シンプソンのパ
ラドックス） 

36 
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東北大学　高度教養教育・学生支援機構　教授　中村　教博

初年次を対象とした理科実験プログラム「自然科学総合実験」
ー実験レポート作成・評価のためのルーブリックの導入

初年次を対象とした理科実験プログ
ラム「自然科学総合実験」  

ー実験レポート作成・評価のための
ルーブリックの導入 

中村教博・関根勉・田嶋玄一・太田宏・岡 壽崇・小
俣 乾二・永尾 翔・中野 元春・長嶺 忠・石田章純
（自然科学教育開発室）・須藤彰三（理学研究科） 

第２３回FDフォーラム 日時H30年3月4日(土)－3月5日(日)場所；京都産業大学 
第４分科会 サイエンスリテラシーを養う横断型プログラムのデザインと運用 
      ー統計教育、融合型理科実験、実践交流サイトモデルを話題にー 

0 

基本構想 
• 従来型の理系基礎実験 

各分野の重要な基本法則に関する実験を選択 

 

• 構想当時の考え 

ある専門分野の1つの側面からの実験  

  →  同じ現象を複数の側面から実験 

 

 

 
4 

本日の流れ 

• 自然科学総合実験の経緯と位置づけ（10分） 

• 自然科学総合実験の紹介（理科系）（10分） 

• ルーブリックによる全員レポート評価（10分） 
• 文科系のための 
   自然科学総合実験の紹介（10分） 

• まとめ（2分） 

1 

全学教育としての融合型実験
[2] 

• 複数の視点で現象を捉えること 

「学際的視点」を初年次の段階で導入 

 

 「専門と無関係な実験でも挑戦する」 

   →異分野との壁が低くなる 

 

→複雑な現象を単純化し、本質を見抜く力を養
い、科学的な文章で表現できること 

 

 
3 
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実験の目標[5] 

（１）論理的思考能力 

 

（２）継続的に新しいことに興味を持
ち，挑戦する意欲と能力 

 

（３）科学的な文章を書く力 

6 

他大学の状況[6] 

• 北海道大学・・・自然科学実験（物化生地別で２科目選択） 

• 大阪大学・・・自然科学実験（数・物化生地別＋文科系の科学実験 

• 九州大学・・・自然科学総合実験（物化生地別＋文科系の科学実験 

• 千葉大学・・・物理学基礎実験→（ルーブリックによるレポート評価） 

       パーソナルデスクラボ物理＋ 

         文系実験「実験で体験する物理」 

 

→自然科学を見通すために多様な分野の実験を実施 

→物化生地のテーマを融合したユニークな試み 

8 
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レポートの評価 

• Why: レポートや論文の基本的な構成を学ぶ 
• What: レポートの基本的な構成かどうか評価する 
• When: 実験ごとに評価する 
• Where: 自分の言葉で記述しているかを評価する 
• Who: 教員が学生を評価する 
• How: ルーブリック（評価基準）を示して評価する 

20 

レポート作成 
• 自分自身で得た実験事実にむきあい、なぜそのよ
うな結果になるかを考え、自分の言葉でレポートに
まとめる 
 
 
 
 
 
 

 
 

回数 概要 

初回：ガイダンス 実験の意味、レポート・実験ノートの書
き方１ 

実験繰返す（×6） レポート執筆 評価 

８週目 レポートの書き方２と倫理教育 

実験繰返す（×6） レポート執筆 評価 

補講 

19 
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実施状況 
• 受講者（２０１７） 
文学部 28名、教育学部 9名、 
法学部 10名、経済学部 6名  
合計53名 
担当教員8名、TA 20名 

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
総数 59 49 46 74 49 79 65 43 49 49 53
経済学部 35 23 18 25 22 28 32 17 21 17 6 
法学部 4 13 23 11 10 18 11 9 8 9 10
教育学部 17 8 3 6 7 21 9 5 8 12 9
文学部 3 5 2 32 10 12 13 12 12 11 28

0
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28 

基本構想と目的[3,4,7,8] 

 現代社会は自然科学の成果のもとに営まれており、自然
の仕組みを実験や観察を通して理解することは、近代科
学の本質を理解する上で重要である。 

 
 人間のあり方や社会の仕組みを考える人文社会科学に

とって、科学技術の影響を無視して、未来社会を構築す
ることはできない。 

目的 
１）自然に触れる 
２）自然の仕組みを理解し、自然科学における論理性を学ぶ 
３）現代社会に利用されている自然現象を体験する 
 
物理・化学・生物・地学 ＋ 数学 27 
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まとめ 
東北大学における過去１４年間（文科系は１１年
間）に及ぶ開講実績を踏まえ、融合型理科実験の
経緯と現状を報告し、最近のルーブリックによる
評価の試みについても紹介した。 
 
ルーブリックの評価は、全学生にレポート指導を
可能にしているものの、やや過大な要求になって
いる可能性がある。 
 
この実験は東北大学の理系教職員とTAの努力の賜
物である。皆様への感謝を忘れず、改善していき
たい（良い意味の３代目の改革を目指して）。 

34 
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帯広畜産大学　講師　斉藤　準

STEM教育実践を蓄積・共有化する
オンライン・サイトの構築に向けて
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